
高校生などを対象とした今年度開催のコンテスト6/1（土）オープンキャンパス開催報告
　６月1日（土）、オープンキャンパスが開催さ
れた。当日は、大勢の高校生や保護者の方が
参加。平成26年度の入
試概要が明らかになり、
体験授業や個別進路相
談会、保護者説明会、
女子向け特別プログラ
ムなどが好評だった。

３Ｄ-ＣＡＤプロダクトデザインコンテスト事務局 長坂保美
TEL: 0480-33-7619　E-mail: nagasaka@nit.ac.jp
http://leo.nit.ac.jp/̃nagasaka/pd-contest/index.html

３Ｄ-ＣＡＤを駆使し、斬新かつ
独創的なアイデアをコンピュー
タ上で表現してください。対象
は高校生で、テーマ、ＣＧ、自由
の３部門。優秀な作品は加工し
て展示します。

作品送付先／お問い合わせ先

第５回3-D CADプロダクトデザインコンテスト

工業教育研究所  原田 昭
TEL: 0480-33-7512　E-mail: akih@nit.ac.jp
http://ise.nit.ac.jp/mrc.html

約１インチ立方のロボットによる
ライントレース競技。前回から
省エネの要素やメカなど工夫
する余地が増えました。全員完
走を目標に今夏も学内外で講
習会を実施します。

お問い合わせ先

開催日申込締切 9/78/24
第７回 マイクロロボコン高校生大会

結果発表
表彰式

エントリー
締切 10/138/17

建築設計競技委員会
TEL: 0480-33-7681　E-mail: kenchiku-compe@nit.ac.jp
http://www3.nit.ac.jp/kenchiku/

高校生を対象とした建築設計
の腕試しの場として、また本学
建築デザイン学群の設計教育
活動の一環として、毎年開催し
ています。今回の課題は「発見
する家」です。

作品提出先／お問い合わせ先 申込先／お問い合わせ先

第27回 建築設計競技

スターリングテクノラリー技術会事務局 運営委員長 松尾政弘
TEL&FAX: 048-858-3098　E-mail: stirling@jcom.home.ne.jp

人間乗車、RC、宙返り耐久、ミニ
速度、マイクロ、クーラの６クラ
スで、自作スターリングサイクル
機器の性能とアイデアを競い
ます。小・中・高・大学生から
一般の方まで参加できます。

開催日申込締切 11/99/11
第17回 スターリングテクノラリー

入賞発表提出期限 9月上旬8/26

http://members.jcom.home.ne.jp/stirling/
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催
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携
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ク
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本
学
園
の
創
立
記
念
日
で

あ
る
６
月
29
日
（
土
）
午
前

11
時
45
分
よ
り
、
第
６
回
目

と
な
る
学
園
協
議
会
が
、
本

学
宮
代
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
友

会
館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

た
。

　

学
園
創
立
か
ら
１
０
６
周

年
の
今
回
は
、
大
川
理
事

長
、
柳
澤
副
理
事
長
、
波
多

野
学
長
、
吉
田
駒
場
高
等
学

校
・
中
学
校
校
長
を
は
じ

め
、
役
員
・
評
議
員
等
法
人

関
係
者
、
駒
場
高
等
学
校
・

中
学
校
、
神
田
情
報
ビ
ジ
ネ

ス
専
門
学
校
、
本
学
教
職

員
、
約
75
名
が
出
席
し
た
。

　

第
１
部
の
学
園
協
議
会

は
、
大
川
理
事
長
の
挨
拶
で

幕
を
開
け
、
大
学
開
設
に
あ

た
っ
て
の
苦
心
談
や
駒
場
高

等
学
校
の
教
職
員
、
生
徒
の

協
力
が
あ
り
校
舎
を
建
設
で

き
た
こ
と
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
披
露
し
た
。

　

続
い
て
、
波
多
野
学
長
か

ら
、『
日
本
工
業
大
学
の
教

育
の
進
展
と
今
後
の
方
向

性
』
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行

わ
れ
た
。
ま
ず
、
学
長
自
ら

が
行
う
新
入
生
向
け
の
「
学

長
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
で
、
学
園

の
歴
史
や
ポ
リ
シ
ー
の
も
と

「
現
場
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

リ
ー
ダ
ー
を
育
て
た
い
」
と

話
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、

そ
の
よ
う
な
学
生
を
育
て
る

た
め
、
本
学
独
自
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
整

備
し
「
実
工
学

教
育
」
を
行
っ

て
い
る
こ
と
を

説
明
し
た
。
ま

た
、
最
近
の
学

生
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
、

学
修
支
援
セ
ン

タ
ー
や
英
語
教

育
セ
ン
タ
ー
の

充
実
や
今
年
度

か
ら
実
施
し
た

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ

ン
キ
ャ
ン
プ
の

取
組
み
を
紹
介
し
、
最
後
に

環
境
系
学
科
や
大
学
院
専
攻

の
整
備
な
ど
次
の
時
代
に
向

け
て
の
抱
負
を
述
べ
、
講
演

を
締
め
く
く
っ
た
。

　

そ
の
後
、
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、
出
席
者
に
よ
る
活
発

な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

学
園
協
議
会
の
終
了
後
に

は
、
学
友
会
館
の
会
議
室
へ

会
場
を
移
し
、
第
２
部
の
懇

親
会
が
開
か
れ
た
。
普
段
は

な
か
な
か
交
流
す
る
こ
と
の

で
き
な
い
学
園
関
係
者
同

士
、
情
報
を
交
換
し
た
り
、

親
睦
を
深
め
る
よ
い
機
会
と

な
っ
た
。

講演を行う波多野学長

学園協議会終了後には懇親会が催された

今回の会場は大宮ソニックシティ。手前右が波多野学長

３グループに分かれて行われたグループ討論

　

５
月
30
日
（
木
）
に
埼
玉

県
内
４
大
学
に
よ
る
彩
の
国

大
学
連
携
学
長
会
議
が
開
催

さ
れ
た
。

　

会
議
冒
頭
の
挨
拶
に
お
い

て
、
埼
玉
県
・
奥
野
保
健
医

療
部
長
は
、「
超
高
齢
化
社

会
を
支
え
る
の
は
、
や
は
り

人
材
で
あ
る
。
本
事
業
の
更

な
る
飛
躍
に
期
待
し
て
い

る
」
と
語
り
、
埼
玉
県
立
大

学
の
三
浦
学
長
は
、「
昨
年

度
は
Ｉ
Ｐ
Ｗ
（
専
門
職
連
携

の
実
践
）
の
試
行
を
し
た

が
、
今
年
度
は
そ
の
結
果
を

検
証
し
、
よ
り
効
果
的
な
運

営
と
新
た
な
視
点
か
ら
の
科

目
開
発
を
考
え
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

　

本
会
議
は
、
平
成
24
年
度

事
業
報
告
や
今
年
度
計
画
に

つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
た
。

　

６
月
22
日
（
土
）
午
後
２

時
よ
り
、
本
学
学
友
会
館
に

て
第
９
回
本
学
卒
業
現
職
教

員
の
集
い
が
開
催
さ
れ
た
。

　

現
職
教
員
の
参
加
者
は
、

全
国
の
小
学
校
・
中
学
校
・

高
等
学
校
等
に
勤
務
す
る
約

60
名
、
大
学
か
ら
は
、
柳
澤

章
副
理
事
長
、
波
多
野
学

長
、
成
田
教
務
部
長
を
は
じ

め
教
職
員
約
50
名
、
ま
た
、

教
職
希
望
の
学
生
約
30
名
が

参
加
し
た
。

　

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

左
記
の
通
り
で
あ
る
。

①
研
究
協
議
会　

・「
課
題
研
究
に
お
け
る
ミ

ニ
新
幹
線
模
型
の
製
作
」

　

Ｉ
Ｐ
Ｅ
（
専
門
職
連
携
教

育
）
が
先
進
的
な
英
国
で
の

研
修
を
踏
ま
え
、
事
業
の
継

続
的
な
実
施
方
法
の
意
見
交

換
や
、
県
内
で
あ
り
な
が
ら

も
大
学
間
の
距
離
や
学
生
の

時
間
割
を
考
慮
す
る
と
、
同

時
間
に
各
大
学
の
学
生
が
一

同
に
集
ま
る
こ
と
は
難
し
い

た
め
、
短
期
的
実
習
と
ウ
ェ

ブ
に
よ
る
実
施
方
法
に
つ
い

て
の
議
論
に
も
至
っ
た
。

　

本
学
の
波
多
野
学
長
は
、

「
本
学
学
生
は
保
健
医
療
の

専
門
分
野
外
で
あ
る
が
、
支

援
方
法
に
お
い
て
通
常
で
は

見
た
り
触
れ
る
こ
と
が
難
し

い
ハ
ー
ド
ル
を
超
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
更
に
柔
軟
な
連

携
に
繋
が
る
可
能
性
も
あ

る
」
と
語
っ
た
。

　

最
後
に
県
の
今
後
の
保
健

医
療
の
課
題
と
施
策
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
、
各
大
学
長

が
共
通
認
識
を
持
っ
た
。

講
師　

津
野
章
久
氏
（
埼
玉

県
立
春
日
部
工
業
高
校
教

諭
）

・「
高
崎
工
業
高
校
に
お
け

る
高
大
連
携
の
取
組
」

講
師　

星
野
隆
一
氏
（
群
馬

県
立
高
崎
工
業
高
校
教
諭
）

②
挨
拶
・
講
演

・
学
長　

波
多
野　

純

・
入
試
室
長　

丹
澤
祥
晃

・
埼
玉
県
産
業
教
育
振
興
会

会
長
（
元
衆
議
院
議
員
）

大
野
松
茂
氏

③
グ
ル
ー
プ
討
議

④
懇
親
会

　

研
究
協
議
会
は
、
卒
業
生

の
日
頃
の
教
育
実
践
に
裏
打

ち
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
内
容

で
、
多
く
の
教
員
に
感
銘
を

あ
た
え
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
議
は
、
生
徒

指
導
、
も
の
づ
く
り
に
関
す

る
情
報
交
換
、
工
業
・
技
術

教
育
の
現
状
と
課
題
の
３
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
大
学
教

員
と
現
職
教
員
の
交
流
を
深

め
た
。
懇
親
会
で
は
、
卒
業

生
と
大
学
教
職
員
と
の
輪
が

広
が
り
、
情
報
交
換
が
活
発

に
行
わ
れ
て
い
た
。

　

現
職
教
員
は
、
東
京
・
埼

玉
だ
け
で
な
く
、
茨
城
、
群

馬
、
栃
木
、
神
奈
川
、
静
岡

か
ら
も
参
加
が
あ
っ
た
。

（
工
業
教
育
研
究
所
）

　

７
月
16
日
（
火
）、
学
校
法
人
日
本
工
業
大
学
理
事
長

に
柳
澤
章
理
事
（
副
理
事
長
・
前
学
長
）
が
就
任
し
た
。

　

大
川
陽
康
理
事
長
の
退
任
に
伴
い
、
６
月
20
日
（
木
）

の
理
事
会
に
お
い
て
選
出
さ
れ
た
。

昭和18年東京生まれ。43年
3月千葉大学大学院工学研究
科機械工学専攻修士課程修
了。同年4月、本学機械工学
科に助手として勤務。平成3
年に教授。15年4月理事・教
務部長、同年12月学長、23年
副理事長に就任。69歳。

柳澤 章
やなぎさわ・あきら

※理事長、副理事長等の役職名については、記事内容当時の役職を記しています。
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平成26年度入試概要
・各入試の詳細は、それぞれの「募集要項」でご確認ください。

入試種別 併願の可否 内　　　容 日　　　　程

特別奨学生入試

第1期
単　願

第2期
併願可

奨学生には、１年次の学費
の半額（¥671,500）を免除
第１期
・書類審査および面接による
選考
第２期
・筆記試験、調査書および
面接による選考
・検定料割引制度あり

第1期 第2期
申込期間  9/ 2（月）～ 9/10（火）

＊1/31（金）～2/2（日）のうち、
　1日を選択して受験してください。面接日と面接会場  9/14（土）本学

内定日  9/18（水）
出願期間  9/19（木）～10/ 2（水）  1/ 6（月）～1/24（金）
試験日と試験会場  1/31（金）～2/ 2（日）本学＊
合格発表日 10/12（土）  2/ 8（土）

入学手続
締切日

第1回 10/22（火）
 3/11（火）

第2回  1/15（水）

専門高校入試
（Ｓ工業科）

併願可

・書類審査および面接による
選考
・工業科の生徒を対象
・国公立大学等との併願に
最適

申込期間  9/ 2（月）～ 9/10（火）
面接日と面接会場  9/14（土）本学
内定日  9/18（水）
出願期間  9/19（木）～10/ 2（水）
合格発表日 10/12（土）
入学手続締切日  1/15（水）

専門高校入試
（Ｂ工業科）

併願可

・書類審査および面接による
選考
・工業科の生徒を対象
・公募制
＊本学会場以外での面接を希望
する方は、11/8（金）までに必着
するよう、出願してください。

第1期 第2期
出願期間 10/17（木）～11/12（火）＊ 11/25（月）～12/10（火）

面接日と面接会場
11/14（木）仙台＊・水戸＊・高崎＊・東京＊
11/15（金）宇都宮＊・新潟＊・長野＊・金沢＊
11/16（土）本学

12/13（金）東京
12/14（土）本学

合格発表日 11/23（土） 12/21（土）

入学手続
締切日

第1回 12/ 2（月）
 1/15（水）

第2回  1/15（水）

ＡＯ入試

ＡＯエントリー入試

ＡＯコーディネータ
入試

併願可

ＡＯエントリー入試
・適性評価（面談・提出課題）
および書類審査（エントリー
シート・調査書）による選考
ＡＯコーディネータ入試
・面接および書類審査による
選考

第1期 第2期 第3期 第4期
エントリー入試のエントリー期間 7/14（日）～8/5（月） 8/16（金）～9/10（火） 10/26（土）～11/25（月） 1/31（金）～2/24（月）
コーディネータ入試の申込期間 平成26年2月28日（金）まで、随時受付
面談・面接等 書類受理後に連絡
出願期間 9/2（月）～9/9（月） 9/19（木）～10/2（水） 11/29（金）～12/12（木） 2/17（月）～3/5（水）
選考 書類審査等
合格発表日 9/14（土） 10/12（土） 12/21（土） 3/15（土）

入学手続
締切日

第1回 9/25（水） 10/22（火）
 1/15（水） 3/24（月）

第2回 1/15（水）  1/15（水）

一般推薦入試
（公募制）

併願可

・書類審査および面接による
選考
・専門高校（工業科）以外の
生徒を対象
・公募制
＊本学会場以外での面接を希望
する方は、11/8（金）までに必着
するよう、出願してください。

第1期 第2期
出願期間 11/ 1（金）～11/12（火）＊ 11/25（月）～12/10（火）

面接日と面接会場
11/14（木）仙台＊・水戸＊・高崎＊・東京＊
11/15（金）宇都宮＊・新潟＊・長野＊・金沢＊
11/16（土）本学

12/13（金）東京
12/14（土）本学

合格発表日 11/23（土） 12/21（土）

入学手続
締切日

第1回 12/ 2（月）
 1/15（水）

第2回  1/15（水）

一般入試 併願可
・筆記試験および調査書によ
る選考
・検定料割引制度あり

一般入試Ａ 一般入試Ｂ
出願期間 1/ 6（月）～1/24（金） 2/ 3（月）～2/14（金）

試験日
・試験日を変えて、
同一学科の複数回
受験あるいは他学
科の受験が可能

1/31（金）本学・郡山・水戸・高崎
千葉・東京・静岡

2/ 1（土）本学・仙台・東京・新横浜
新潟・長野・金沢

2/ 2（日）本学・宇都宮・柏・東京

2/19（水）本学・東京

合格発表日 2/ 8（土） 2/25（火）
入学手続締切日 2/18（火） 3/ 4（火）

センター利用入試 併願可

・平成26年度大学入試センタ
ー試験で、本学が指定する
教科･科目の成績および調
査書による選考
・検定料割引制度あり

センター利用入試Ａ センター利用入試Ｂ センター利用入試Ｃ
出願期間 1/ 6（月）～2/ 3（月） 2/ 3（月）～2/14（金） 2/17（月）～3/ 5（水）
センター試験実施日 1/18（土）・19（日） ※本学での個別学力試験等は実施いたしません　　　
合格発表日 2/ 8（土） 2/25（火） 3/15（土）
入学手続締切日 2/18（火） 3/ 4（火） 3/24（月）

・専門高校入試（Ａ工業科）および一般推薦入試（指定校）については、2014受験ガイドおよび募集要項をご確認ください。
・お問い合わせ先：入試室　　℡0480-33-7676

４
度
目
の
更
新
審
査 

す
べ
て
良
好
と
判
定

照
明
削
減
・
空
調
機
輪
番
停
止
な
ど
を
継
続

  
Ｉ
Ｓ
Ｏ
定
期
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
審
査
報
告

  

今
夏
の
節
電
へ
の
取
組
み

監査員による現場監査

櫓を囲んで盛大に行われた盆踊り（昨年）

　

本
学
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

０
１
の
認
証
を
平
成
13
年
６

月
27
日
に
取
得
し
、
今
年
13

年
目
を
迎
え
た
。

　

第
５
次
中
期
計
画
の
初
年

度
で
あ
る
本
年
は
、
５
月
17

日
・
18
日
の
２
日
間
に
わ
た

り
、
通
算
４
度
目
の
更
新
審

査
（
３
年
に
１
回
）
が
実
施

さ
れ
た
。

　

審
査
は
、
①
環
境
目
的
・

目
標
②
法
的
お
よ
び
そ
の
他

の
要
求
事
項
の
順
守
③
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
④
内
部

監
査
の
実
施
の
４
項
目
を
中

心
に
、
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性

と
そ
れ
ら
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
全
般
に
関
し
て
行
わ
れ

た
。
ま
た
、
代
表
環
境
管
理

責
任
者
等
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
実
施
。
さ
ら
に
、

部
門
の
現
場
監
査
で
は
、
各

部
門
の
特
色
あ
る
環
境
管
理

（
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
活
動
に
対
し
審

査
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
良

好
と
確
認
さ
れ
た
。
初
の
試

み
と
し
て
、
本
学
の
大
き
な

特
長
で
あ
る
学
生
の
環
境
活

動
に
対
し
て
は
、
審
査
員
と

学
生
環
境
推
進
委
員
長
・
副

委
員
長
と
の
意
見
交
換
会
が

も
た
れ
、
学
生
諸
君
に
は
今

後
の
活
動
に
ヒ
ン
ト
を
与
え

る
内
容
で
あ
っ
た
。
審
査
後

の
総
括
で
は
、
指
摘
事
項
は

な
く
「
前
回
更
新
審
査
以

降
、
３
年
間
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
運
用

状
況
は
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
活
用
し

継
続
的
に
維
持
・
改
善
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
。
特
に

『
第
４
回
エ
コ
大
学
ラ
ン
キ

ン
グ
全
国
総
合
第
１
位
』
の

受
賞
は
、
本
学
の
環
境
活
動

に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い

る
」
と
評
価
さ
れ
た
。

　

経
済
産
業
省
よ
り
、
今
夏

も
経
済
活
動
や
社
会
生
活
な

ど
へ
の
影
響
を
極
力
避
け
て

無
理
の
な
い
形
で
行
う
「
数

値
目
標
を
設
け
な
い
節
電
」

の
要
請
が
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
背
景
を
基
に
、
本
学

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

「
快
適
な
教
育
研
究
活
動
環

境
の
維
持
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
電
力
の
削
減
活
動
に
取
組

む
と
と
も
に
、
埼
玉
県
の

「
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
条

例
」
に
対
応
す
る
次
の
総
合

的
な
省
エ
ネ
活
動
を
実
施
し

て
い
る
。

●
目
標
値　

基
準
値
（
平
成

17
〜
19
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
量
平
均
値
）
の
▲
10
％
を

削
減

●
具
体
的
な
活
動　

①
照
明

削
減
の
継
続
実
施
（
節

電
率
▲

30
％
／

月
）
②
空

調
機
の
輪

番
５
分
間
停

止
（
30
分
間

の
内
５
分
停

止
）
遠
隔
操
作

で
停
止
・
使
用
者
が
手
動
起

動
③
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
励
行

●
活
動
期
間　

７
月
１
日

（
月
）
〜
９
月
30
日
（
月
）

の
９
〜
18
時
を
対
象

Ｍ
Ｏ
Ｔ
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

　

技
術
経
営
専
門
職
大
学
院

（
Ｍ
Ｏ
Ｔ
）
で
は
本
年
度
か

ら
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

の
授
業
が
開
始
さ
れ
た
。
そ

の
概
要
を
紹
介
し
た
い
。

　

Ｍ
Ｏ
Ｔ
で
学
ぶ
院
生
の
所

属
企
業
は
、
大
手
企
業
か
ら

ベ
ン
チ
ャ
ー
ま
で
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
む
が
、
多
く
は
中

小
技
術
系
企
業
の
経
営
者
や

管
理
者
、
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
、
新

た
に
会
社
を
ス
タ
ー
ト
し
よ

う
と
す
る
起
業
家
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
人
材
像
に
あ
わ

せ
て
「
中
小
企
業
技
術
経

営
」「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」「
起
業
・
第
二
創

業
」の
コ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
、

そ
の
専
門
性
を
追
求
出
来
る

よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

　

技
術
経
営
の
た
め
に
は
専

門
性
の
追
求
と
と
も
に
、

「
財
務
・
会
計
」「
組
織
・
人

材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
」「
知
的
財
産
」

「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」「
グ

ロ
ー
バ
ル
」「
事
業
承
継
」

な
ど
、
経
営
に
共
通
す
る
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
理
解
が
不
可

欠
に
な
っ
て
い
る
。
今
回

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
展
開

の
課
題
解
決
や
、
会
社
の
業

務
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
効
率

化
、
さ
ら
に
会
社
を
先
代
か

ら
次
の
世
代
へ
と
承
継
な
ど

の
科
目
を
充
実
し
た
。

　

ま
た
、
会
社
の
な
か
で
の

色
々
な
状
況
に
柔
軟
に
対
応

す
る
た
め
に
は
広
範
囲
な
知

識
や
ス
キ
ル
も
不
可
欠
だ
。

経
済
学
、
統
計
解
析
、
法
務

と
職
業
倫
理
、
中
小
企
業
向

け
の
施
策
活
用
、
企
業
の
社

会
貢
献
な
ど
の
知
識
や
、
論

理
的
な
思
考
、
英
語
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
変
革

や
会
議
の
進
行
の
仕
方
で
あ

る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、

営
業
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ス

キ
ル
な
ど
の
科
目
も
継
続
、

強
化
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
科
目
は
基
礎
、
応

用
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
（
事

例
研
究
）
の
３
つ
の
段
階
で

学
習
を
深
め
て
い
く
が
、
特

に
実
際
の
企
業
の
経
営
課
題

に
つ
い
て
検
討
す
る
事
例
研

究
は
、
自
社
の
課
題
解
決
を

実
践
す
る
こ
と
を
入
学
の
目

的
に
し
た
院
生
が
多
い
、
Ｍ

Ｏ
Ｔ
の
特
徴
を
活
か
し
た
科

目
と
言
え
る
。

　

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
学
ん

だ
院
生
の
皆
さ
ん
が
学
び
の

成
果
を
い
か
し
、
大
き
な
成

果
を
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

（
大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
・

教
授　

清
水　

弘
）

社会人大学院生　募集
（日本工業大学大学院　社会人特別選抜）

本学で先端技術研究の取り組みを

◆大学院工学研究科
博士前期課程　 ＊環境共生システム学専攻　＊機械システム工学専攻

＊電子情報メディア工学専攻　＊建築デザイン学専攻
博士後期課程　 ＊機械工学専攻　＊電気工学専攻　＊建築学専攻

＊システム工学専攻　＊情報工学専攻

お問合せ先：教務部教務課　大学院入試係
TEL　0480-33-7507　URL　http://www.nit.ac.jp

■平成26年度　大学院　社会人特別選抜入試日程
日程

出願期間
平成25年9月21日～9月27日
平成26年2月5日～2月12日

面接試験
10月3日
2月24日

手続締切
平成26年1月23日
平成26年3月11日

合格発表
10月11日
3月5日

一次募集
二次募集

大島教授制作の啓発ポスター

夏の学生自治会主催行事

8/1・2に恒例の夏祭りを開催
夏休みのイベントも盛りだくさん

2020年東京
オリンピック・パラリンピック
招致活動に賛同しています。
一人ひとりの夢を、思いを形にできるよう、
本学も招致活動に取り組みます。

　本年度も早４ヶ月が過ぎ、新入生たちもすっかり
キャンパスに馴染み、大学生活最初の試験を迎えた。
この春学期試験が終わると、８月１日（木）から２
日（金）の２日間、体育会主催の夏祭り大会が行わ
れる。今年もオープニングは仮装行列から始まる。
例年夏祭りのメイン会場となっていた体育館周辺が
改修工事のため、旧図書館跡の広場に櫓を組み上げ
て、その周辺に模擬店を出店する。会期中は、盆踊
りはもちろん各委員会やクラブ団体の参加の元、バ
ンドライブなど様々な企画が行われ、夏の盛りの２
日間は祭り一色となる。
　学生たちは、春学期定期末試験終了後から９月16
日（月）まで夏季休業となるが、その間には、文化
団体連合会本部等主催のフレッシュマンキャンプや
夏合宿を行うクラブ団体も多い。
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海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
を
支
援

「
も
の
づ
く
り
と
博
物
館
〜
が
ん
ば
れ
！
日
本
の
博
物
館
〜
」

Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
一
行

　
　

上
野
研
究
室
を
視
察

  

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
埼
玉　

オ
ー
プ
ン

講

演

テ
ー
マ

上野研究室で研究の説明を受ける一行

半田氏による講演

渡邉氏による講演「我が子の就職活動について、親ができること、してはいけないこと」

　

日
本
人
学
生
と
外
国
人
留

学
生
を
留
学
前
か
ら
後
ま
で

ト
―
タ
ル
で
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
セ

ン
タ
―
埼
玉
」
が
７
月
１
日

（
月
）
に
さ
い
た
ま
市
浦
和

区
に
オ
―
プ
ン
し
た
。
本
学

は
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
運
営
協

議
会
に
県
内
15
大
学
と
共
に

加
盟
し
た
。
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
た
の
は
、
浦
和
合
同

庁
舎
内
に
あ
る
埼
玉
県
国
際

交
流
協
会
内
で
あ
る
。

　

主
な
機
能
は
▽
学
生
支
援

▽
人
材
育
成
▽
就
職
支
援
の

３
点
。
日
本
人
学
生
向
け
に

は
奨
学
金
支
援
の
ほ
か
、
県

内
企
業
や
国
際
機
関
で
の
海

外
業
務
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
、
帰
国
者
へ
の
継
続
的
な

研
修
な
ど
を
行
う
。
外
国
人

留
学
生
に
対
し
て
は
海
外
で

県
内
大
学
へ
の
留
学
を
Ｐ
Ｒ

し
た
り
、
県
内
で
の
就
職
支

援
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
、

県
内
学
生
の
留
学
者
数
増
加

や
就
職
希
望
の
奨
学
生
の
内

定
率
１
０
０
％
、
外
国
人
留

学
生
の
県
内
企
業
へ
の
就
職

者
数
を
５
年
で
５
倍
に
増
加

さ
せ
る
こ
と
な
ど
が
目
標

だ
。
埼
玉
県
は
、
こ
れ
ま

で
、
日
本
人
留
学
生
の
数
が

全
国
的
に
減
少
し
て
い
た
こ

と
を
受
け
、
平
成
23
年
４
月

に
十
億
円
を
出
資
し
て
基
金

を
創
設
。
民
間
か
ら
の
寄
付

も
加
え
、
資
金
面
な
ど
で
留

学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き

た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
こ

の
よ
う
な
取
り
組
み
の
延
長

線
上
に
あ
る
。
な
お
、
セ
ン

タ
ー
の
学
内
窓
口
は
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
ル
ー
ム
（
１
号

館
２
階
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
Ｎ

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
埼
玉
産
学
交
流
会

（
長
谷
川
勉
会
長
＝
長
谷
川

鉄
工
所
社
長
）
は
、
６
月
24

日
（
月
）、
本
学
で
６
月
例

会
を
開
き
、
第
33
回
研
究
現

場
訪
問
シ
リ
ー
ズ
で
電
気
電

子
工
学
科
・
上
野
貴
博
准
教

授
研
究
室
を
訪
問
し
た
。

　

上
野
准
教
授
の
専
門
分
野

は
、
電
気
摺
動
接
触
機
構
。

冒
頭
、
杉
田
副
会
長
は
、

「
電
気
摺
動
接
触
機
構
と
言

う
と
難
し
く
聞
こ
え
る
が
、

モ
ー
タ
の
ブ
ラ
シ
に
代
表
さ

れ
る
。
自
動
車
に
は
百
個
以

上
モ
ー
タ
が
使
用
さ
れ
て
い

て
、
業
界
か
ら
の
要
求
は
強

い
は
ず
。
講
義
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　

上
野
准
教
授
は
、「
ブ
ラ

シ
レ
ス
モ
ー
タ
は
、
コ
ス
ト

面
が
課
題
で
、
ブ
ラ
シ
モ
ー

タ
の
長
寿
命
化
・
信
頼
性
向

上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と

強
調
し
た
。
そ
の
後
、
参
加

者
は
研
究
室
を
見
学
し
た
。

今年度の採用動向と就職支援状況

保護者向けガイダンスに約250名が参加

昨年度は4,565名が受講　高校生の進路決定にも一役

出前授業実施・予定一覧� 平成25年6月12日現在

実施日 コマ数 受講
人数 実施校 担当教員 題目

1 4/23（火） 2  56 日本工業大学駒場高等学校 平栗　健史 E12 モバイルコンピューティング（スマート
フォンやWi-Fiなど）って何？

2 5/25（土） 2  80 清真学園高等学校 三坂　育正 A 環境に良い・環境の良い建築や都市とは？

3 5/25（土） 2  40 群馬県立藤岡工業高等学校 石川　　豊 E1 のぞいてみよう“ナノ”の世界

4 5/25（土） 2  40 群馬県立藤岡工業高等学校 神　雅彦 M9 Ultrasonics静かな機械エネルギ「超音波」
の不思議体験

5 5/31（金） 2  27 茨城県立高萩清松高等学校 飯塚　寛司 S6 電気・メカトロニクスの仕事

6 6/15（土） 1  30 埼玉県内の校長・教頭先生 伴　　雅人 S5 医療用のマイクロロボットからナノマシ
ンの話

7 6/20（木） 2  41 栃木県立宇都宮工業高等学校 長坂　保美 M7 3次元CDAを学ぶ

8 6/25（火） 1  20 長野県上田東高等学校 有賀　幸則 M4 機械要素のいろいろ

9 7/2（火） 2  40 群馬県立伊勢崎工業高等学校 八木田　浩史 P4 イチゴショートケーキから、日本の「食
べ物」について考えてみよう

10 7/9（火） 2  40 東京都立杉並工業高等学校 中里　裕一 S4 挑戦！次世代ロボット

11 7/10（水） 2  39 山梨県立巨摩高等学校 佐藤　杉弥 H5 平行二輪車「セグウェイ」で体感するロ
ボット制御の基礎

12 7/18（木） 2 504 東京都立多摩工業高等学校 野口　裕之 M11 エコ大学ランキング総合第1位

13 7/18（木） 1  11 東京都立清瀬高等学校 武田　光史 A3 建築設計の魅力

14 7/30（火） 2  30 茨城県立勝田工業高等学校 佐藤　杉弥 H5 平行二輪車「セグウェイ」で体感するロ
ボット制御の基礎

15 7/31（水） 2  30 茨城県立勝田工業高等学校 中里　裕一 S4 挑戦！次世代ロボット

16 9/12（木） 2  36 埼玉県立浦和工業高等学校 佐藤　杉弥 H5 平行二輪車「セグウェイ」で体感するロ
ボット制御の基礎

17 9/17（火） 1 100 宮代町教育委員会 吉田　清 E 携帯電話の電気代って1年間いくら？（電
気のお値段）

18 10/23（水） 2 未定 群馬県立太田東高等学校 大田　健鉱 E17 音の仕組みを学んでみよう

19 10/25（金） 2  40 埼玉県立久喜工業高等学校 石川　　豊 E1 のぞいてみよう“ナノ”の世界

　

本
学
で
は
今
年
度
第
４
回

目
の
学
内
合
同
企
業
説
明
会

を
、
６
月
14
日
（
金
）
〜
17

日
（
月
）
に
学
友
会
館
に
て

実
施
し
、
延
べ
約
１
２
０
０

人
の
学
生
が
参
加
し
た
。

　

例
年
よ
り
内
定
時
期
が
早

ま
っ
て
お
り
、
大
手
企
業
の

採
用
は
ほ
ぼ
終
盤
に
差
し
掛

か
り
、
こ
こ
か
ら
中
堅
企
業

の
採
用
が
本
格
化
す
る
。
毎

年
こ
の
時
期
は
、
本
学
学
生

に
と
っ
て
は
一
つ
の
大
き
な

山
で
あ
る
。
勤
務
地
、
業

種
、
職
種
に
つ
い
て
再
度
検

討
し
、
活
動
の
幅
を
広
げ
、

も
う
ひ
と
頑
張
り
す
る
時
期

で
あ
る
。

　

指
導
教
員
に
は
、
少
な
く

と
も
年
５
回
、
就
職
支
援
の

一
環
と
し
て
学
生
と
の
「
個

別
面
談
」
の
実
施
を
依
頼
し

て
い
る
。
就
職
活
動
状
況
を

把
握
し
、
未
内
定
者
へ
の
就

職
支
援
を
就
職
支
援
課
と
一

体
と
な
っ
て
行
っ
て
い
る
。

秋
か
ら
卒
業
研
究
が
本
格
化

す
る
。
い
ま
こ
の
時
期
に
積

う
体
制
を
整
え
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
で
も
、
全
く
遅
く
な

い
。
是
非
、
就
職
支
援
課
の

扉
を
た
た
い
て
、「
内
定
」

を
得
る
た
め
の
第
一
歩
と
し

て
欲
し
い
。

１
年
生
の
保
護
者
を
対
象
と

し
、
関
東
圏
内
を
中
心
に
、

遠
く
は
北
海
道
、
岩
手
県
、

秋
田
県
な
ど
か
ら
の
出
席
も

あ
り
、
約
２
５
０
名
の
参
加

を
得
て
行
わ
れ
た
。

　

厚
生
労
働
局
職
業
安
定
部

長
の
齋
藤
明
男
氏
よ
り
「
新

卒
者
の
雇
用
情
勢
と
埼
玉
労

働
局
の
取
組
」
と
題
し
て
、

大
学
と
の
連
携
、
企
業
が
不

採
用
に
す
る
理
由
等
、
具
体

例
を
挙
げ
て
の
説
明
が
な
さ

れ
た
。
竹
内
貞
雄
学
生
支
援

部
長
よ
り
「
本
学
の
就
職
状

況
」
と
題
し
、
就
職
支
援
の

取
組
を
中
心
に
、
今
後
の
サ

ポ
ー
ト
に
つ
い
て
の
説
明
が

な
さ
れ
た
。

　

基
調
講
演
は
人
事
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
渡
邉
剛
氏
に
よ

り
「
我
が
子
の
就
職
活
動
に

つ
い
て
、
親
が
で
き
る
こ

と
、
し
て
は
い
け
な
い
こ

と
」
と
題
し
て
行
わ
れ
た
。

就
職
活
動
へ
の
親
の
関
わ
り

方
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
例

を
、
丁
寧
に
且
つ
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
て
披
露
さ
れ
、
大
い

に
沸
い
た
講
演
と
な
っ
た
。

　

講
演
終
了
後
は
、
全
体
で

の
「
就
職
相
談
会
」、
さ
ら

に
「
個
別
相
談
会
」
を
実
施

し
て
終
了
し
た
。

極
的
に
活
動
し
内
定
を
勝
ち

取
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

就
職
支
援
課
で
は
、「
履

歴
書
」「
面
接
」「
企
業
情

報
」
等
、
何
で
も
、
何
時
で

も
、
何
度
で
も
、
相
談
を
行

　

ま
た
、
６
月
15
日
（
土
）

に
学
友
会
館
に
て
「
保
護
者

の
た
め
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
」
を
実
施
し
た
。
今
回

は
、
こ
れ
か
ら
活
動
を
開
始

す
る
学
部
３
年
生
と
大
学
院

く
り
技
術
の
素
晴
ら
し
さ
に

つ
い
て
も
触
れ
た
。

　

そ
の
後
開
催
さ
れ
た
懇
親

会
で
は
、
波
多
野
学
長
の
挨

拶
、
柳
澤
副
理
事
長
の
乾
杯

の
発
声
で
な
ご
や
か
な
懇
談

が
持
た
れ
た
。

も
の
」
を
「
も
の
ご
と
」
に

「
再
生
産
す
る
機
能
」
を

持
っ
て
お
り
、
大
い
に
期
待

し
て
い
る
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
た
ば
こ
と
塩
の

博
物
館
の
概
況
説
明
の
後
、

同
館
の
膨
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
中
か
ら
貴
重
な
品
を
多

数
紹
介
し
な
が
ら
我
が
国
へ

の
た
ば
こ
の
伝
来
と
普
及
状

況
、
身
近
に
寄
り
添
っ
た

「
も
の
」
の
文
化
・
産
業
と

し
て
、
江
戸
時
代
に
形
成
さ

れ
た
独
自
の
た
ば
こ
文
化
に

つ
い
て
話
し
、
０
・
１
㍉
㍍

の
刻
み
た
ば
こ
の
製
造
技
術

に
見
る
江
戸
時
代
の
も
の
づ

と
博
物
館
〜
が
ん
ば
れ
！
日

本
の
博
物
館
〜
」
が
行
わ

れ
、
学
生
を
含
め
多
く
の
方

が
聴
講
し
た
。

　

ま
ず
、
博
物
館
の
存
在
意

義
、
国
内
博
物
館
に
関
す
る

各
種
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
現

状
と
問
題
点
に
つ
い
て
、
次

い
で
歴
史
・
美
術
・
科
学
系

の
博
物
館
と
一
線
を
画
す
産

業
文
化
系
博
物
館
の
可
能
性

に
つ
い
て
話
し
た
。
そ
し
て

産
業
の
担
い
手
で
あ
る
企
業

等
に
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
て
い
た

資
料
を
収
集
し
、
動
態
展
示

し
て
い
る
本
学
工
業
技
術
博

物
館
は
「
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
た

　

６
月
７
日
（
金
）
の
午

後
、
工
業
技
術
博
物
館
後
援

会
の
第
23
回
総
会
並
び
に
春

季
特
別
講
演
会
が
学
友
会
館

で
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
で
は
、
吉
田
嘉
太
郎

後
援
会
長
の
挨
拶
、
大
川
理

事
長
の
挨
拶
に
続
き
、
後
援

会
の
平
成
24
年
度
の
事
業
・

決
算
報
告
、
25
年
度
の
事

業
・
予
算
案
が
審
議
さ
れ
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

特
別
講
演
会
で
は
、
日
本

博
物
館
協
会
専
務
理
事
兼
た

ば
こ
と
塩
の
博
物
館
学
芸
部

長
・
主
席
学
芸
員
の
半
田
昌

之
氏
の
講
演
「
も
の
づ
く
り

ライブラリカフェで憩いのひととき
　5月30日（木）、LCセンターマルチメディア教室にて、共通
教育系の齋藤弘雄先生を招き、「星の色ってなんだろう？」と

いうテーマで、星の特性
などをお話頂いた。学生
を中心に41名の参加が
あった。続くコーヒーブ
レイクでは齋藤先生を交
えて歓談を行なった。多
くの質問が飛び交うなど、
有意義な時間となった。

出前授業プログラム

　今年度は、5月に出前授業プログラム
を全国の工業高校や普通高校、高大連携
校など約800校に配布するとともに、授
業プログラムを本学のホームページに掲
載し、出前授業等の案内を行った。
　なお、出前授業の実施は4月から始ま
り、すでに16回の授業が予定されている。
平成24年度の実施回数は、97回、受講者
数は4,565名であった。年々、受講者数
が増加している。
　また、研究室インターシップも各学校

に周知されつつあり、応募学校数が増え
る傾向にある。今年で7年目となるが、
高校の生徒は、「進路決定の貴重な体験で
あった」、進路担当者から「生徒の進路決
定に有効である」とのアンケート結果も
ある。
　引き続き本学教員の理解と協力・支援
を得ながら内容の充実を図り、高校の生
徒・先生方の期待に沿えるよう努めてい
く。
 （高大連携プロジェクト室）

 

工
業
技
術
博
物
館
後
援
会
総
会
・
特
別
講
演
会



平成25年8月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第184号（4）

交
流
ツ
ア
ー
で
は
富
士
山
の
雄
姿
を
堪
能

  

宮
代
会
総
会

新
会
長
に
田
代
氏
を
選
出

  
工
友
会
総
代
会

一
般
社
団
法
人
へ
移
行 　

  

Ｎ
Ｉ
Ｔ
ク
リ
エ
イ
ト
株
主
総
会

佐
藤
氏
が
社
長
に
再
任

留
学
生
対
象
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

ホームカミングデーのご案内

シニアチャレンジ講座受講生募集

　14回目を迎えるホームカミングデーが、若杉祭期間中の11月
2日（土）に開催される。当日は、工業技術博物館・各センター
を中心とした学内見学ツアー、および懇親パーティーを予定して
いる。好評の抽選会では沢山の景品を用意している。是非とも
皆様お声を掛け合って、旧友や現旧教職員と思い出に残るひと
時を過ごしていただきたい。ご家族連れでの参加も歓迎している。

　学生と共に学ぶ開放講座「シニアチャ
レンジ講座」の受講生を募集します。対
象は県内在住55歳以上の方です。今期は、
住宅史（波多野純学長）、ライフスタイル
と住空間（勝木祐仁准教授）、ロボティク
ス概論（オムニバス形式・吉澤信幸教授
他）、新エネルギー技術と環境（木村貴幸
助教）の4科目を開講します。
　多数の応募をお待ちしております。

学内見学では、複数のグループに分かれ、工業技術博物館などを訪問（昨年）

総会の様子

学生と共に講義を受講

■
留
学
生
交
流
ツ
ア
ー

　

本
年
度
で
第
２
回
目
と
な

る
留
学
生
交
流
ツ
ア
ー
が
、

６
月
２
日
（
日
）
に
実
施
さ

れ
た
。
こ
の
ツ
ア
ー
は
故
郷

を
離
れ
て
暮
ら
す
留
学
生
に

大
学
内
外
の
環
境
を
よ
り
身

近
に
感
じ
、
日
本
の
歴
史
や

文
化
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ

る
。

　

目
的
地
は
留
学
生
に
と
っ

て
も
認
知
度
の
高
い
富
士
山

と
い
う
こ
と
で
、
募
集
開
始

と
ほ
ぼ
同
時
に
定
員
に
達
す

る
と
い
う
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ

た
。

　

出
発
当
日
の
朝
は
、
今
に

も
降
り
だ
し

そ
う
な
曇
り

空
で
あ
っ
た

が
、
山
梨
県

に
到
着
す
る

頃
に
は
晴
れ

あ
が
り
、
バ

ス
の
車
窓
か

ら
は
絵
ハ
ガ

キ
の
よ
う
に

き
れ
い
な
富

士
山
の
全
景

を
臨
む
こ
と

が
で
き
、
留

学
生
か
ら
は
歓
声
が
上
が
っ

て
い
た
。

■
留
学
生
交
流
会

　

毎
年
恒
例
と
な
り
、
今
年

で
７
回
目
と
な
る
留
学
生
交

流
会
が
、
本
年
度
も
６
月
25

日
（
火
）
午
後
６
時
30
分
か

ら
学
友
会
館
で
開
催
さ
れ

た
。

　

新
入
生
は
も
ち
ろ
ん
、
在

籍
し
て
い
る
留
学
生
同
士
や

日
本
人
学
生
と
の
更
な
る
交

流
・
親
睦
を
図
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

昨
年
に
続
き
今
年
も
国
際
交

流
み
や
し
ろ
の
方
々
も
参
加

し
た
。

　

ま
た
、
会
の
終
わ
り
に
は

参
加
者
に
お
土
産
と
し
て
、

町
の
国
際
交
流
団
体
で
あ
る

「
宮
あ
じ
会
」
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
お
米
が
手
渡
さ
れ
た
。

留学生ツアーでは富士山周辺を巡った

　

７
月
６
日（
土
）、長
野
県
・

美
ヶ
原
温
泉
「
ホ
テ
ル
翔

峰
」
に
お
い
て
、
平
成
25
年

度
宮
代
会
総
会
が
開
催
さ
れ

た
。
平
成
25
年
度
の
役
員
が

選
出
さ
れ
、
新
会
長
に
は
田

代
公
男
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

　

総
会
後
に
は
後
援
会
と
合

同
で
懇
親
会
が
催
さ
れ
、
互

い
に
懇
親
を
深
め
た
。

　

６
月
８
日
（
土
）
に
一
般

社
団
法
人
日
本
工
業
大
学
工

友
会
通
常
総
会
が
学
友
会
館

に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

任
意
団
体
で
あ
っ
た
工
友

会
が
、
４
月
に
一
般
社
団
法

人
へ
移
行
し
、
初
の
総
会
を

迎
え
た
。

　

第
一
号
議
案
で
は
、
定
款

の
規
定
に
よ
る
理
事
、
監
事

の
承
認
、
第
二
号
議
案
で

　

Ｎ
Ｉ
Ｔ
ク
リ
エ
イ
ト
の
第

46
回
定
時
株
主
総
会
が
６
月

15
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ

た
。
席
上
、
ま
ず
佐
藤
建
夫

社
長
よ
り
、
当
期
の
事
業
経

過
と
決
算
内
容
に
関
す
る
報

告
が
あ
り
、
質
疑
応
答
を
経

て
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
任
期
満
了
に

伴
っ
て
取
締
役
６
名
が
選
任

は
、
平
成
24
年
度
活
動
報

告
、
会
計
報
告
、
第
三
号
議

案
で
は
平
成
25
年
度
事
業
計

画
案
、
収
支
予
算
案
の
報
告

が
行
わ
れ
た
。

　

途
中
、
新
役
員
選
出
の
た

め
の
臨
時
理
事
会
が
行
わ

れ
、
新
会
長
に
土
井
嘉
豊

氏
、
副
会
長
に
大
島
敏
正

氏
、
横
山
賢
二
氏
が
選
出
さ

れ
た
旨
、
報
告
さ
れ
た
。

（
う
ち
５
名
重
任
）
さ
れ
、

社
長
に
は
佐
藤
建
夫
氏
が
再

任
さ
れ
た
。

　

佐
藤
社
長
よ
り
、
社
内
管

理
体
制
面
の
一
層
の
強
化
と

学
生
諸
君
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ

イ
フ
の
向
上
を
支
援
で
き
る

営
業
活
動
を
進
め
て
行
き
た

い
旨
の
決
意
表
明
が
あ
り
、

株
主
総
会
を
終
了
し
た
。

【
任
用
】（
８
月
１
日
付
）

◆
滝
澤
英
男
准
教
授（
機
械
工

学
科
）昭
和
43
年
６
月
16
日
生

ま
れ
。
平
成
５
年
３
月
山
梨
大

学
大
学
院
工
学
研
究
科
精
密
工

学
専
攻
修
士
課
程
修
了
。
博
士

（
工
学
）。
前
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル

㈱
中
央
研
究
所
主
任
研
究
員
。

【
退
職
】（
６
月
30
日
付
）

◆
岡
野
和
馬
事
務
職
員
（
総

務
部
付
）

◆
高
瀬
浩
史
准
教
授
（
情
報

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
ド
イ
ツ

（
６
／
16
〜
６
／
23
）
／
目
的

＝
国
際
レ
ー
ダ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２
０
１
３
に
お
い
て
論
文
発
表

◆
神
野
健
哉
教
授
（
電
気
電

子
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
メ
キ

シ
コ
（
６
／
19
〜
６
／
25
）
／

目
的
＝
２
０
１
３
年
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

進
化
計
算
に
関
す
る
国
際
会

議
に
参
加
、
研
究
論
文
発
表

◆
松
田
洋
准
教
授
（
情
報
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ
（
６

／
24
〜
６
／
29
）
／
目
的
＝
教

育
上
の
メ
デ
ィ
ア
と
技
術
に
関

す
る
国
際
会
議
２
０
１
３
に

お
け
る
論
文
発
表

◆
神
林
靖
准
教
授
（
情
報
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
ポ
ル
ト
ガ
ル

（
６
／
25
〜
６
／
30
）
／
目
的

＝
第
６
回
知
能
対
話
型
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
シ
ス
テ
ム
と
サ
ー
ビ

ス
国
際
会
議
に
て
論
文
発
表

◆
伴
雅
人
教
授
（
創
造
シ
ス
テ

ム
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
中
国

（
６
／
26
〜
６
／
29
）
／
目
的

＝
第
４
回
ア
ジ
ア
バ
イ
オ
マ
テ

リ
ア
ル
国
際
会
議
で
の
研
究

発
表

◆
大
田
健
紘
助
教
（
電
気
電

子
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
イ
タ

リ
ア
（
６
／
30
〜
７
／
５
）
／

目
的
＝
第
９
回
無
線
通
信
及

び
モ
バ
イ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ

ン
グ
に
関
す
る
国
際
会
議
で

の
研
究
発
表

◆
武
田
光
史
教
授
（
建
築
学

科
）
／
出
張
先
＝
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
（
７
／
12
〜
７
／
16
）
／

目
的
＝
バ
リ
島
に
お
け
る
婚
礼

儀
式
と
祭
礼
空
間
の
研
究

◆
波
多
野
純
（
学
長
）
／
出
張

先
＝
タ
イ
（
７
／
17
〜
７
／

21
）
／
目
的
＝
キ
ン
グ
モ
ン

ク
ッ
ト
大
学
お
よ
び
パ
ン
ヤ
ピ

ワ
ッ
ト
（
Ｐ
Ｉ
Ｍ
）
大
学
表
敬

訪
問
お
よ
び
本
学
Ｏ
Ｂ
と
の
会

談

◆
正
道
寺
勉
教
授
（
情
報
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
タ
イ
（
７
／

17
〜
７
／
21
）
／
目
的
＝
キ
ン

グ
モ
ン
ク
ッ
ト
大
学
お
よ
び
パ

ン
ヤ
ピ
ワ
ッ
ト
（
Ｐ
Ｉ
Ｍ
）
大

学
表
敬
訪
問
お
よ
び
本
学
Ｏ

Ｂ
と
の
会
談

◆
古
閑
伸
裕
教
授
（
機
械
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
タ
イ
（
７

／
17
〜
７
／
21
）
／
目
的
＝
キ

ン
グ
モ
ン
ク
ッ
ト
大
学
お
よ
び

パ
ン
ヤ
ピ
ワ
ッ
ト
（
Ｐ
Ｉ
Ｍ
）

大
学
表
敬
訪
問
お
よ
び
本
学

Ｏ
Ｂ
と
の
会
談

◆
原
渡
（
施
設
環
境
管
理
課

長
）
／
出
張
先
＝
タ
イ
（
７
／

17
〜
７
／
21
）
／
目
的
＝
キ
ン

グ
モ
ン
ク
ッ
ト
大
学
お
よ
び
パ

ン
ヤ
ピ
ワ
ッ
ト
（
Ｐ
Ｉ
Ｍ
）
大

学
表
敬
訪
問
お
よ
び
本
学
Ｏ

Ｂ
と
の
会
談

◆
田
村
仁
講
師
（
創
造
シ
ス
テ

ム
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
ア
メ

リ
カ
（
７
／
23
〜
７
／
27
）
／

目
的
＝
ヒ
ュ
ー
マ
ン
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン

に
関
す
る
国
際
会
議
で
の
発

表◆
鈴
木
宏
典
准
教
授
（
も
の
づ

く
り
環
境
学
科
）
／
出
張
先
＝

ア
メ
リ
カ
（
７
／
23
〜
７
／

27
）
／
目
的
＝
第
15
回
人
間
・

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
イ
ン
タ
ラ
ク

シ
ョ
ン
国
際
会
議
で
の
研
究
発

表

▼
オ
ラ
ン
ダ
の
哲

学
者
・
ス
ピ
ノ
ザ

は
、
著
書
『
エ
チ

カ
』
で
、
以
下
の

よ
う
に
持
論
を
展

開
し
て
い
る
。
▼

「
自
分
に
で
き
な

い
と
考
え
て
い
る
間
は
、
本

当
は
そ
れ
を
や
り
た
く
な
い

と
心
に
決
め
て
い
る
の
だ
。

だ
か
ら
、
そ
れ
は
実
行
さ
れ

は
し
な
い
」
と
。
▼
不
可
能

を
意
味
す
る
「
で
き
な
い
」

は
、
ま
さ
に
能
力
の
問
題
だ

ろ
う
。
対
し
て
、
恣
意
的
に

使
用
さ
れ
る
「
で
き
な
い
」

は
意
志
の
問
題
と
言
え
よ

う
。
そ
こ
で
、
ス
ピ
ノ
ザ
は

意
志
を
持
つ
こ
と
の
尊
さ
を

説
く
。
▼
多
く
の
人
間
は
、

自
分
に
「
で
き
な
い
」
と
い

う
と
き
、
実
は
能
力
の
問
題

と
し
て
、
そ
れ
を
言
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、

意
志
の
問
題
と
し
て
「
や
り

た
く
な
い
」
と
言
っ
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
、
実

行
さ
れ
る
こ
と
な
ど
あ
る
訳

が
な
い
・
・
と
。
▼
厳
に
非

難
さ
れ
て
い
る
の
は
我
々
の

怠
け
心
で
あ
ろ
う
。そ
し
て
、

人
生
を
消
極
的
に
生
き
て
い

く
こ
と
へ
の
強
烈
な
ア
ン
チ

テ
ー
ゼ
を
感
じ
る
言
だ
。
停

滞
よ
、
サ
ラ
バ
か
・
。【
信
】

平成25年地域別教育懇談会開催日程
全国22会場で開催

人
事
異
動

国
外
出
張

山
崎
山
の
雑
木
林

宮代町
だより

184号

　

こ
の
時
期
、
町
の
木
々

の
緑
が
一
段
と
際
立
ち
ま

す
。「
新
し
い
村
」
南
側

の
山
崎
山
の
雑
木
林
。
一

歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、

立
派
な
樹
木
と
多
様
な
生

物
が
人
々
を
迎
え
て
く
れ

ま
す
。
オ
ス
ス
メ
は
早

朝
。
空
気
の
澄
ん
だ
林
内

を
、
小
鳥
の
さ
え
ず
り
を

聴
き
な
が
ら
散
策
す
る

と
、
心
身
と
も
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
。
幻
想
的
な
一

時
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
貴
重
な
緑
を

未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
、

毎
月
第
２
土
曜
日
に
、
環

境
団
体
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
保
全
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
、
一
緒
に
汗
を
流

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

編 集 後 記

開　催　日 主　　催 開催会場 対象地域

9月 1日（日） 茨城県支部 土浦市・ホテルマロウド筑波 茨城県

9月 8日（日） 本部（北海道）札幌市・KKRホテル札幌 北海道

〃 本部（四国） 高知市・コンフォートホテル高知駅前 四国

〃 本部（九州） 鹿児島市・ホテル法華クラブ鹿児島 九州

9月14日（土） 秋田県支部 秋田市・秋田温泉さとみ 秋田県

〃 長野県支部 長野市・ホテル信濃路 長野県

〃 静岡県支部 静岡市・商工会議所 静岡県

9月15日（日） 新潟県支部 長岡市・長岡グランドホテル 新潟県

〃 栃木県支部 宇都宮市・ホテル丸治 栃木県

〃 近畿支部 尼崎市・ホテルホップインアミング 大阪府・兵庫県・京都府
奈良県・和歌山県・滋賀県

9月21日（土） 西中国支部東中国支部 出雲市・ニューウエルシティ出雲 広島県・山口県・島根県
岡山県・鳥取県

9月22日（日） 群馬県支部 高崎市・高崎ビューホテル 群馬県

〃 山梨県支部 笛吹市・ホテル春日居 山梨県

〃 北陸支部 富山市・富山電気ビルディング 富山県・石川県・福井県

〃 東海支部 名古屋市・東京第一ホテル錦 愛知県・岐阜県・三重県

9月28日（土） 蔵王支部 山形市・悠湯の郷　ゆさ 山形県・宮城県

〃 福島県支部 郡山市・清稜山倶楽部 福島県

9月29日（日） 青森県支部 青森市・青森国際ホテル 青森県

〃 千葉県支部 船橋市・船橋市勤労市民センター 千葉県

10月 6日（日）本部（近県） 大学 東京都・埼玉県・神奈川県

10月12日（土）岩手県支部 花巻市・渡り温泉 岩手県

10月13日（日）沖縄県支部 那覇市・沖縄県青年会館 沖縄県

※日程および会場は、諸事情により変更になる場合があります。詳細はご自宅に送付される
案内をご覧ください。


